
メンター 紀平正幸

ＦＰ実務修習で得られるスキルとは

ＴＡＣ ＦＰ実務修習講座 2011.5～2012.7

ガイダンス



能力
アビリティ

知識
ナレッジ

技能
スキル

ＦＰに求められるコンピテンシー

コンピテントな（専門的な力量のある）ＦＰパフォーマンスとは

日本ＦＰ協会：平成23年度版「ＦＰ学習ガイド」から

世界のＣＦＰ®認定組織が加盟する国際

機関ＦＰＳＢ（Ｆｉｎａｎｃｉａｌ Ｐｌａｎｎｉｎｇ
Ｓｔａｎｄａｒｄｓ Ｂｏａｒｄ Ｌｔｄ）では、ＣＦＰ®
認定プログラムの国際的成長と同時に、
ＣＦＰ®資格のクオリティーの維持・向上を
目指して活動をしています。
その事業の一環として、2006年以降、

ファイナンシャル・プランニングに関する国
際基準の策定に取り組んでおり、2007年
10月に、「ＦＰのコンピテンシー・プロファイ
ル」を発表しました。

「コンピテンシー」とは、一般に「力量」を
意味しますが、「ＦＰのコンピテンシー・プロ
ファイル」は、ファイナンシャル・プランニン
グを業とするものが実務を遂行する上で
身につけておくべき専門的力量の基準を
期したものです。

ＦＰＳＢの「プロファイル」は、①能力、②技
能、③知識の3つから成り立っています。
これら3つの効果的な組み合わせがファイ

ナンシャル・プランニングの顧客サービス
に不可欠であり、三拍子揃ったＦＰが「コン
ピテント」である（＝専門的力量を備えて
いる）と定義されています。
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パートナーの確保

消費者の関心

営業力・収益力

経験不足

実務能力の向上

資料：日本ＦＰ協会・「ファイナンシャル・プランナー実態調査」

ＦＰ業務で今後解決したい課題（アンケート）

ＦＰ業務で必要な課題（ＦＰ資格者アンケート）結果

%
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（複数回答）

郵貯「」暮らしの相談センター」アンケート

８０

６０

４０

２０

カウンセリング能力が求められている
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ＦＰ資格取得 ＦＰ相談スキル

●質問
・正しいか、誤っている。読む

●質問内容
・知識

●答
・筆記。4択。言葉不要

●必要な知識
・テキストの知識

●分野
・６科目（不得意分野可）

●カウンセリングスキル
・不要

●ロジカルシンキング（論理的思考）

・不要
●経験
・不要

●質問
・「どうしたらよいか」が多い
・聴く能力・共感

●質問内容
・知識＋判断力

●答
・自分の言葉。相手に合わせて話す
答えがない場合もある・センス

●必要な知識
・テキスト知識＋実務知識

●分野
・６科目（不得意分野不可）
・世界の政治・経済・社会情勢

●カウンセリングスキル
・重要

●ロジカルシンキング（論理的思考）

・必要

●経験
・必須

ＦＰ資格取得は「知識」。ＦＰ実務は「スキル」
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ＦＰの真価はアウトプット。「何ができるか？」

ＦＰ実務知識

ＣＦＰ知識

ＡＦＰ知識

実務能力のアウトプット

知識のインプット

何ができるか？

何を知っているか？
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実務
知識

メンターによる
1年間の指導

ＡＦＰ・ＣＦＰ資格取得者

ＴＡＣのＦＰ実務修習講座で行う実技
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新入社員

将来の後見人

介護を受ける人

子ども

部下

後輩

ベンチャー起業家

経験の浅いＦＰ

児童・生徒・学生

患者

資料：国際メンターシップ協会

メンティ

実技指導に欠かせないメンターの役割

メンター
●知識や経験の豊かな人が
役割モデルや成功モデルを
メンティに見せて指導する
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ＦＰ相談スキルの養成

模範演技
（メンター）

相談課題
ロープレ
（メンティ）

指導
（メンター）

改善

メンターによるハイレベルな相談スキルの養成
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特性
（能力）

B

E

C

D

A

相談

講師

ＰＰＴ作成

執筆

プレゼン

セミナーのための
ＰＰＴ作成スキル指導

メンティの能力を生かしたメンターの進路指導
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相手を理解するってどういうこと？

自己
表現

できるだけ正確に伝える努力が必要

他者
理解

できるだけ相手の気持ちに沿って 理
解する努力が必要

技術：相手がわかってもらおうとしていることを、そのまま理解する

態度
表情

言葉

目 声 心
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相談
開始

相談
終了

心理要素

人的
要件

知識
要件

ツール

関係
構築
スキル

ニーズ
把握
スキル アドバイ

ス・提案
スキル

意見
確認
スキル課題

整理
スキル

支持
スキル

疑問 認識 理解 解消 安心関心

相談業務に求められるカウンセリングスキル
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12

相談
テーマ

サブテーマ
フィッシュボーン

チャート
コンサルティングポイント アドバイスの着眼点 提案ポイント

住宅

住宅資金の準備

・購入時期は適正か？

・準備する自己資金は適正か？

・無理なく積立てできるか？

・資金贈与は受けられるか？

・妻の収入の見込みは？

・運用商品は適切か

・教育資金、老後資金の確保はでき
るか

・ペイオフ対策の商品、金額であるか

・準備期間は十分か

・自己資金割合

・購入時期

・運用商品

・購入と賃貸の比較

・準備期間

住宅購入

・頭金が物件価格に対して適正か？

・返済負担率は適正か？

・無理なく返済できるか？

・転勤のことや老後の住まいについて
も考慮したか？

・家計収支の改善はできるか？

・借入金額と返済期間のバランス

・老後資金の確保はできるか

・固定資産税・管理費などの維持費
がかかる

・ボーナス返済の比率を抑える

・どの費目を家計改善するか

・金利形態

・借入額

・借入期間

・親子リレー返済の利
用

・家計改善

住宅ローンの
金利タイプ選び

・金利変動リスクの認識はあるか

・金利タイプ別の返済シミュレーション
はしたか？

・金利上昇時の対応（たとえば＋2％）
はできているか？

・全期間固定型、ミックス型の検討は
したか？

・元金均等返済の検討はしたか？

・勤務先の金利補助制度はないか

・返済期間は長すぎないか

・金利上昇時の対応は十分か

・金利選択、ミックス型の配分は適切
か

・取扱い金融機関選びは適切か

・金利上昇時の対応はできているか

・勤務先の金利補助の活用

・金利タイプ

・返済期間

・ミックス型の利用

・ミックス型の借入額、
配分返済期間の検討

住宅ローン借換
え・繰上げ返済

・繰上げ返済をしても 充分な手許金
が残るか？

・借換えの効果はあるか？

・借換えの費用は考慮したか？

・ローン残高上の担保価値はあるか

・繰上げ返済と資金運用の効果比較

・複数のローンがある場合の返済順
位

・期間短縮型か返済額軽減型か

・借換え後の返済期間は長くなってい
ないか

・借入額

・期間短縮型か返済
額軽減型の選択

・金利形態

・借入期間

・運用と返済の選択

相談業務の知識：コンサルティングポイントとアドバイスの着眼点（例）

（注）記載内容についてはダミーです。
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相談
テーマ 相談内容 ヒアリングポイント アドバイスポイント

住宅

購入

購入時期はいつがいいか？ 家族構成 貯蓄額 年収 市場価格が低い 金利が低い 優遇税制がある

今の収入でいくらの物件が買え
るか？

年収 貯蓄額 現在の家賃 返済負担率 自己資金 完済時年齢

住宅ローン利用のポイントは？ 年収
金利変動リスク

の認識
ローン利用額 返済負担率 金利変動リスク ボーナス比率減少

住宅ローンの金利選びは？ 年収 返済負担率
返済困難時
の対応

金利上昇時のシ
ミュレーション提示

変動金利の場合、返済
負担率の抑制

ミックス型の借入
額配分と返済期間

頭金と諸費用はいくらか？ 新築・中古 借入可能額 購入物件 頭金20％ 諸費用5～8% 頭金の比率アップ

名義はどうするのか？ 自己資金負担 ローン名義 資金提供者
資金負担＝持分

比率
住宅資金贈与 税制優遇

無理のない返済計画は？ 年収 貯蓄額 返済額
返済負担率25％

以下
定年まで完済 繰上げ返済

物件選びのポイント 目的 マンション 戸建て 購入予算 立地条件 ライフプラン

マンションと一戸建てとどちらが
いいか？

年収 購入物件 家族構成 返済能力 バリアフリー対応 再建築の可否

新築と中古とどちらがいいか？ 年収 購入物件 築年数 返済能力 維持費 購入者年齢

購入と賃貸とどちらがいいか？ 年収 転勤の有無 価値観
生涯の住宅費比

較
自宅の活用 定期借家権

自己資金の貯め方は？ 購入時期 購入予算 資金援助 現在の預貯金 貯蓄可能額 財形住宅貯蓄

相談業務の知識：ヒアリングポイントとアドバイスポイント（例）

（注）記載内容はダミーです。
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キャッシュフロー改善の「共働き」効果

会社
員世
帯の
生活
設計
は共
働き・
再就
職が
基本
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現状

＜対策後＞
妻：37歳～55歳パート年100万円
夫：60歳～64歳再就職年300万円

年金受給開始

＜前提条件：会社員世帯標準モデルの統計値で試算＞

・夫：30歳会社員（年収500万円）・給料上昇率2％・60歳定年
退職金（一時金）1725万円

・妻：30歳専業主婦（28歳まで会社員）
・子ども：0歳（高校まで公立・大学は私立文系）
・生活費：23万円（30歳時）・物価上昇率：生活費1％・教育費2％
・30歳時に住宅購入・ローン2850万円・30年返済・金利3.0％固定
住宅維持費購入価格の1％

・貯蓄500万円・運用率0.25～1％
・年金：現行制度で試算・マクロ経済スライド率適用
・データ：総務省・労務行政研究所・文部科学省・こども未来財団ほか

住宅ローン負担

大学教育費負担 退職金受け取り

万円
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現役時代は運用より家計費節減が効果あり
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30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90

＜前提条件＞
30歳サラリーマンの生涯キャッシュフロー
・夫婦共に現在30歳・子ども2人・貯蓄700万円・収
入：夫580万円・61～65歳300万円・妻：子ども就学
時より55歳までパート・家計費月25万円（住宅除
く）・30歳時に3000万円の住宅をローンで購入・老
後生活費月25万円・貯蓄運用率1%

キャッシュフロー（貯蓄残高）

貯
蓄
残
高

万円

運用利回りを1%⇒3%にアップ

家計費を10%節約

貯蓄残高の少ない時期には、
運用より節約の方が効果高い

老後に高い運用率で
運用するのは好ましくない

年齢（才）
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指標 モーニングスターによるファンドの評価

ベータ値（β値）
・株式市場全体との相関を表す相関係数のことをベータ値（β）
・インデックスに対する追随率。

決定係数（Ｒ２）

（アールスクウェア）

・β値の信用度を表すのが決定係数（Ｒ２）。最大で１、最小で０

・Ｒ２が１であればデータ値が信用できる。０ならデータ値は意味をなさない

標準偏差（シグマ）
・平均値とのぶれを表すのが標準偏差

・標準偏差が大きいとリスクが大きく、標準偏差が小さいとリスクが小さい

シャープレシオ
・リスクに対する見返りのことをシャープレシオ

・同じリスクをとるならリターンが大きいファンドのほうが良い

西暦 ０５年 ０６年 ０７年 ０８年 ０９年 平均

Ａファンド 2％ １％ 3％ 6％ ▲2％ 2％

Ｂファンド 4％ ▲2％ 5％ 8％ ▲5％ 2％

О О О

О О О О О О
О О О О  О О О  О О
О О  О О О О О О О О О О О

リ
タ
ー
ン

標準偏差（リスク）%

リスク以上のリターンのファンド

リターン以上のリスクのファンド

リスクに見合った
リターンの線

標準偏差 標準偏差（リスク）とリターンとの関係

＜実務知識の例＞ モーニングスターレーティング指標
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＜課題例＞ ファンドの選び方に関する相談テーマ

＜相談内容＞

相談者 夫40歳（会社員）・家族（妻37歳専業主婦／子ども6歳）

相談内容 次の2つのファンドのどちらを選ぶのがよいか（投資額100万円）アドバイスしてください。

検討している

ファンド

その他の情報

・保有金融資産：1,700万円（預金700万円・中期国債800万円・外国株ファンド200万円）

・今回、保有国債のうち償還になった100万円で国内小型株ファンドを買う

・社宅に住んでいる

ファンド名 Ａ小型自株ファンド Ｂ小型株ファンド

運用会社 Ｓアセットマネジメント Ｒ投資顧問

標準偏差（過去5年） 40.97 67.52

シャープレシオ（過去5年） 1.30 0.75

信託報酬（08／7） 2.0％ 1.5％

純資産（08／7） 3,287百万円 15,840百万円

基準価額（08／7） 11,040円 11,000円

●モーニングスターレーティングなどのデータ
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＜実務知識の例＞ 必要な死亡保障と医療保障の目安

独
身

結
婚

第
１
子
誕
生

第
２
子
誕
生

第
１
子
就
職

第
２
子
就
職

定
年

500万円

夫の死亡保険金

妻の死亡保険金

死亡保険 入院保険
3000万円

2000万円

1000万円

500万円
300万円

夫・妻の入院給付金

日額5000円

サラリーマンのケース

500万円

実務知識の例
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0
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15

20

25

30
食費

住居費

教育費

光熱費

保険

ファッション

その他

貯蓄

Ａさん 標準 Ｂさん

0

0.5

1

1.5

2
食費

住居費

教育費

光熱費

保険

ファッション

その他

貯蓄

Ａさん 標準 Ｂさん

家計費構成比 家計費標準比

家計費の特性を表わす構成図にはレーダーチャート図が効果的

＜スキル例＞ パワーポイントの作成と使い方（ロジカルシンキング）
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メンティ

メンティ

メ
ン
テ
ィ

メ
ン
タ
ー

相談者役

ＦＰ役

ロールプレイングスキルの習得と実践

●ロールプレイング

◇目的：関係構築・実践・経験
◇参加者：メンティ全員・メンター
◇1回の時間：8分～12分
◇相談内容：6課目
◇講評：メンティ
◇指導講評：メンター
◇効果

・関係構築
・聴くなどカウンセリング
・実務知識の整理
・話す
・アウトプットスキル
・経験
・自信
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第８期ＦＰ実務修習 プレゼン発表
セミナーテーマ：保険

グループメンバー

女性なら保険をやめて楽しみたい

賢い保険の考え方

＜メンティが作成したプレゼン資料の例＞
1／3
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（財）生命保険文化センター・平成18年度 生命保険に関する全国実態調査（速報版）より

入院費用と入院日数の目安

入院費用

＜メンティが作成したプレゼン資料の例＞
1／3
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＜メンティが作成したプレゼン資料の例＞

保険と金融商品の有利性比較
3／3
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私のＦＰ事業計画書

私の実現したい夢と目標 ニーズとマーケット分析

・「まずビジネスありき」ではない
・「この分野にこの人ありき」を目指す

マーケット 私の目標

ニーズ

・自分がやりたいこと＝人と関わるしごと
・人を幸せにする＝私も幸せになる
・ＦＰとカウンセリングのコラボレーション

社会生活や家族
生活での不安

ＦＰの幅広い分
野からのサービ
ス・精神的援助

1／2
ＦＰ実務修習８期生

Ａさん

＜メンティが作成したビジネスモデルプランの例＞
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事業収支計画（3年）

項目 １年目 ２年目 ３年目

売上 132 240 480

相談・アドバイス 36件 72 60件 120 100件 200

講演・その他 12件 60 24 120 48 240

経費 150 200 300

利益 ▲18 40 180

金額単位：万円

私のＦＰ事業計画書
2／2

●事業戦略＝他のＦＰとの差別化

・得意の笑顔を売りにする
・ＦＰの不得意分野を持たない
・コミッションは得ない
・高いカウンセリングスキル
・強力なパートナーの確保
・ＨＰ・ブログの最大活用

事業戦略

事業スケジュール

事業黒字化（２年後目標）

ＦＰ実務修習スキル習得

ＣＦＰ資格取得

ＡＦＰ資格取得

心理カウンセリング資格取得

ＦＰ協会相談員で相談スキルアップ

過
去

未
来

事業スタート（０９年夏目標）

事業パートナーを決める

「この分野にこの人ありき」
（５年後目標）

心理カウンセリングスキルアップ

ＦＰ実務修習８期生

Ａさん

＜メンティが作成したビジネスモデルプランの例＞
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紀 平 正 幸 （きひら まさゆき）

多摩大学大学院客員教授（ファイナンスマネジメント）。帝京大学非常勤講師（経済学部）。心理カウンセラー。ＣＦＰ
ホームページ：http://kihira.com
若者から高齢者までの個人のライフプランにかかわる幅広い分野について、テレビのコメンテーターや、公的機関、金融機関、企業、
一般生活者などを対象とした講演、執筆、個別相談を行うかたわら、大学付属病院の精神科病棟で心理カウンセリングを行っているな
ど、経済的な問題にとどまることなく心の問題まで人生の生き方全般について関わっている。
現在「暮らしとお金の救命相談センター」を開設し、生活の困窮者や被災者など経済的にＦＰサービスを受けられない人を対象に10人
のＦＰ仲間と一緒にボランティアで自立援助を行っている。
■現在の主な担当など
〇 ＮＨＫラジオ『ラジオ深夜便』「暮らしすこやか」レギュラー出演中
〇 日経新聞『マネーよろず相談』コーナー担当
〇 日経ＣＮＢＣＴＶ『マネー倶楽部』コメンテーター
〇 日本経済新聞ネット『ＦＰが語る金融商品』執筆
〇 日経マネーデジタル『ＦＰ快刀乱麻』連載執筆
〇 雑誌 たしかな目（国民生活センター）『入門 金融商品』連載執筆
○ 雑誌 不動産フォーラム２１『金融Ｑ＆Ａ』連載執筆
○ サンケイ新聞グループ「住まいの相談室」監修
○ ｇｏｏマネーサイト『ＦＰアドバイス・プロへの質問コーナー』監修
○ ＯＣＮマネーサイト『家庭のマネー学』監修
○ ＪＴＢベネフィットサイト連載・ＪＴＢ月刊誌『ノジュール』連載執筆
○ 日刊ゲンダイ「お金の新作法」長期連載執筆
○ ダイヤル相談 『法律・税金・マネー相談』 専任相談員
〇 日本ドレーク・ビーム・モリン カウンセリング相談員
○ ＴＡＣ 『ＦＰ実務修習講座』第1期～第10期 監修

■ 出演・講演 ： ＮＨＫ他民放各社・都道府県自治体・金融庁・郵政事業庁・金融機関・企業・国民生活センター・住宅金融支援機構他
■ 執筆・寄稿 ： 日経・朝日・読売・毎日・東京新聞等、プレジデント・日経マネー・エコノミスト・各種月刊誌・週刊誌 他
〇 最近の著書： ・「100歳までの作法とお金」（三五館）

・「１０万時間の自由」（幻冬舎）
監修： ・「困る前に貯める！1円から始める資産運用」（日本経済新聞社）

・「ラクラク貯まる！お金レッスン」（ベネッセコーポレーション）

メンタープロフィール
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